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ノロウイルス（以下 NoV）は、嘔吐、下痢を主症状と

する急性胃腸炎の原因ウイルスの一つで、冬季を中心に

通年で発生する。NoV は患者の糞便・吐物中に大量に排

泄されるため、環境や食品を汚染し、経口感染により食

中毒や感染症が発生する。NoV は GⅠ～GⅣの genogroup

に分類され、さらにそれぞれがいくつかの遺伝子型に分

類される。主にヒトの胃腸炎から検出される genogroup

はGⅠ,GⅡである。 

NoV は数年おきに特定の遺伝子型が流行する傾向にあ

り2006年はGII.4、2012年はGII.4 2012変異株が主に

検出された。昨年は新しい遺伝子型の GII.171)が出現し

たことで、今後の流行状況が変わる可能性がある。 

県内では、2015 年 5月から7月にかけてGIを原因と

する食中毒・集団下痢症疑い事例が複数件発生した。過

去、県内でNoVが原因となって発生した食中毒・集団下

痢症事例の大部分はGIIが検出されており、GIが検出さ

れた事例は二枚貝の生食等が原因となって発生した GII

との混合感染事例が多く、GIが単独で検出された事例は

少ない 2)。 

今回、NoV を原因とする胃腸炎の予防や疫学調査の一

助とするため、NoV の遺伝子型の解析を行ったので報告

する。 

材料および方法 

 

遺伝子型の解析は、2014年4月～2016年2月の期間、

食中毒・集団下痢症疑い事例として保健所から検査を依

頼された92事例を調査対象とした。NoVの検出は厚生労

働省通知 3)によるリアルタイムPCR 法を用いた。遺伝子

型別は、NoV が検出された各事例の 2 株を代表株として

コンベンショナル RT-PCR 法で増幅した増幅断片につい

てダイレクトシーケンス法を実施した。 

 

 

結果と考察 

  

対象とした92事例のうち62事例からNoVが検出され

た。このうちGII 単独によるものが46事例、GI単独に

よるものが8事例、GI,GII混合のものが6事例、サポウ

イルス,GII 混合のものが 1 事例、サポウイルス,GI,GII

混合のものが1事例であった。 

遺伝子型別の結果、GIで最も多く検出された型はGI.2

であり、次いでGI.3、GI.7と続いた。GIIで最も多く検

出された型はGII.4 2012変異株であり、次いでGII.17、

GII.2、GII.3と続いた。2014年度はGII.4 2012変異株

の検出数が最も多く、その他の遺伝子型は検出数が少な

かったが、2015 年度は GII.4 2012 変異株の検出数が減

少し、GI.3、GII.1が新たに検出された(図1) 

表1にGIが検出された事例を示したが、過去にはGII

との混合感染事例で検出されることの多かったGIが、小

学校を中心として単独で検出される事例が続いた。 

GIの遺伝子型別の結果、事例No.1は GI.2およびGI.7

が検出され、事例No.2～4,9は、GI.2が単独で、事例5

～8はGI.3が単独で検出された。各事例間で検出された

遺伝子型は、それぞれ98%および 99%以上の相同性を示し

た。 
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表1　NoV GI が検出された事例

事例

No.
発生年月日 原因施設

検出ウイルス

（検出数）

1 2014年12月 小学校 GI(2),GII(3) GI.2,GI.7 GII.6

2 2015年1月 飲食店
GI(2),GII(5),

サポ(3)
GI.2 GII.4

3 2015年2月 飲食店 GI(2),GII(3) GI.2 GII.17

4 2015年5月 他県 GI(3)単独 GI.2

5 2015年5月 小学校 GI(9)単独 GI.3

6 2015年6月 小学校 GI(10)単独 GI.3

7 2015年6月 小学校 GI(5)単独 GI.3

8 2015年6月 小学校 GI(5)単独 GI.3

9 2015年7月 小学校 GI(4)単独 GI.2

遺伝子型

事例No.5～9は、2015年5月下旬～7月初旬に小学校

が中心となって発生した集団下痢症疑い事例であった。

管轄保健所が行った疫学調査の結果、各事例は1つのク

ラスが中心となって発生したが、それぞれの小学校は離

れており（図2）、学校間でのスポーツ交流等の共同行事

は行われておらず、疫学的に関連性はなかった。 

また、2014年 3月に川崎市で発見された新しい遺伝子

型であるGII.17が2015年2月に県内で初めて検出され、

それまで流行の中心であったGII.4 2012変異株の検出数

が減少傾向にある。 

以上のことから、近年NoVの流行株に変化が起きてい

ることが考えられた。過去、NoV の流行株が変化した場

合、全国的な大流行が発生しており、今後もNoVの流行

を注視していく必要がある。 
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